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2018 年 7 ⽉ 19 ⽇  
上野⽂化の杜新構想実⾏委員会  

アーツカウンシル東京（公益財団法⼈東京都歴史⽂化財団） 

 

UENOYES プロジェクト 専⾨家を招くリサーチプログラム 

「上野スタディーズ 2018」開催のお知らせ 
 
 

上野⽂化の杜新構想実⾏委員会とアーツカウンシル東京（公益財団法⼈東京都歴史⽂化財団）は、UENOYES
のプログラムの⼀つとして、社会に関わるアートをめぐる議論の場づくりや、アートを中⼼に領域横断的な専
⾨家ネットワークの構築を⽬指すリサーチプログラム「上野スタディーズ 2018」を実施いたします。 

上野スタディーズでは、上野に⻑年たずさわる⼈々や、⼈⽂・社会・⾃然科学など各⽅⾯の専⾨家とアーテ
ィストが協働し、上野の新しい魅⼒や上野を通して⾒えてくる歴史や社会の有様を発⾒していきます。 

上野スタディーズで取り組むレクチャーの第１回を 2018 年７⽉ 29 ⽇（⽇）、第２回を７⽉ 30 ⽇（⽉）に
実施いたします。 
 
上野スタディーズとは 
 

2017 年にスタートした本プログラムは、この地域に関わるアートプロジェクトのリサーチを担っていく取
り組みです。上野の歴史、⾃然、街、⽂化施設など、様々な分野で活動する⼈たちとアーティストの協働を促
すことで新たに映し出される上野を、レクチャーや記録集を通して多くの⼈たちと共有していきます。 
 
 
■第 1 回「芸術実践と⼈間の権利－アートの現場における〈対話〉と〈合意〉について考える」  
 

交通の要所である上野は、関東⼤震災や戦災、⾼度経済成⻑による⼈⼝の移り変わりを経ていく中で、外国
⼈や社会的マイノリティが多く⾏き交う場所でした。UENOYES では、こうした歴史を持つ上野のポテンシャ
ルに光を当て、現代社会における上野の価値を発信すべく、インクルーシブ・アートプログラムを⾏っていき
ます。 
 本プログラムでは、多様化する現代社会において、マイノリティの権利問題など様々な社会課題が⽣まれて
いますが、そのような課題に関わりながら表現活動や社会的実践を⾏っているゲストとともに、社会的課題と
アートが関わる際に⽣じる様々な問題について考えます。アートと社会との関係はいかにして可能となるのか。
またそうした実践の意義や可能性はどこにあるのかを考えます。 
 

⽇時︓2018 年 7 ⽉ 29 ⽇（⽇）16:00〜18:30（受付 15:30〜） 
第 1 部 レクチャー（講師︓⼭⽥創平）  
第 2 部 ラウンドテーブル（ゲスト︓岡部友彦、和⽥昌宏、⼭⽥創平／モデレーター︓住友⽂彦） 

場所︓⿊⽥記念館 1F セミナー室 
定員︓70 名 
参加費︓無料 
申し込み⽅法︓上野⽂化の杜 Web サイトから事前申し込み制（先着順）https://goo.gl/LzV3Zk        
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■第 2 回「⼭と街 ― 近代⽇本の歴史の地層を歩く」 
 

江⼾期には将軍家ゆかりの寛永寺の寺町として、明治期にはさまざまな⽂化施設が集積するエリアとして栄
え、各時代の権威の象徴ともいうべき側⾯を持つ上野。⼀⽅で、江⼾期から庶⺠の⾏楽地／困窮者のアジール
（聖域）であり、明治以降は東北との⽞関⼝、近年では海外との⽞関⼝として、さまざまな歴史的・社会的背
景を持つ⼈々の受け⽫となってきました。 

本プログラムでは、上野の商店街におけるコミュニティやアイデンティティのあり⽅に関する社会学的調査
に携わってきたゲストとともに、上野の⼭と街における歴史の重層性・多様性について、フィールドワークと
レクチャーを通して考察していきます。 
 

⽇時︓2018 年 7 ⽉ 30 ⽇（⽉）10:00〜14:30（受付 9:45〜） 
内容︓上野エリアをゲストとめぐりながら観察し、それを基にレクチャーを実施 
ゲスト︓五⼗嵐泰正 
集合場所︓東京⽂化会館前（JR 上野駅公園⼝側） 
定員︓20 名 
参加費︓無料・昼⾷代⾃⼰負担 
申し込み⽅法︓上野⽂化の杜 Web サイトから事前申し込み制（先着順）https://goo.gl/5fHGoM 

 
上野スタディーズゲストプロフィール 
 

⼭⽥創平 
社会学者／京都精華⼤学准教授。名古屋⼤学⼤学院修了。博⼠（⽂学）。厚⽣労働省・外
務省所管の研究機関などを経て現職。編著書に『たたかう LGBT＆アート』（法律⽂化社、
2016）、共著書に『ミルフイユ 04－今⽇のつくり⽅』（⾚々舎、2012）などがある。（特
活）アート NPO リンク理事、HAPS 実⾏委員、（公財）企業メセナ協議会東⽇本⼤震災芸
術・⽂化による復興⽀援ファンド（GB ファンド）選考委員。 
 

 
岡部友彦 
コトラボ合同会社代表。地域の資源を活⽤し、新たなイメージづくりやしごとづくり、関
係づくりなど”モノ”づくりではなく”コト”づくりからまちづくりに取り組んでいる。2004
年より横浜寿地区にて地域の空き部屋を繋ぎ合わせて⼀つの宿とし新たな⼈の流れやイ
メージを作る安宿事業 YOKOHAMA HOSTEL VILLAGE をはじめいくつかの事業を展開。
2012 年より愛媛県松⼭市三津浜地区にて空き家バンクや、使われていない古⺠家のコミ
ュニティアセット化を⽬指した活性化事業などを⾏っている。 

 
和⽥昌宏 
東京都⽣まれ。2004 年ロンドン⼤学ゴールドスミスカレッジファインアート卒業。個⼈
としてアーティスト活動の他、現在「国⽴奥多摩美術館」や「Ongoing Collective」など、
オルタナティブスペースやアーティストコレクティブの活動にも関わっている。近年の展
覧会に「Rμv-1/2gμvR=(8πG/c^4)Tμv」（LOKO GALLERY、2016）、「どしゃぶりの虹
（YAMAMBA）」（Art center Ongoing、2016）、「Asian Art Award 2018」（Terrada Art 
Complex）、「奥能登国際芸術祭 2017」（奥能登⼝伝資料館）、「国東半島芸術祭 『希望の
原理』」（旧⾹々地町役場、2014）、「横浜トリエンナーレ 2014」（横浜美術館、2014）
などがある。 
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五⼗嵐泰正 
筑波⼤学⼤学院⼈⽂社会科学研究科准教授。都市社会学／地域社会学。学⽣時代から社会
学的なフィールドワークを進めてきた上野や、地元の柏で、まちづくりに実践的に取り組
むほか、原発事故後の福島県の農⽔産業をめぐるコミュニケーションにも関わる。主要著
作に『原発事故と「⾷」』（中公新書、2018）、『常磐線中⼼主義』（共編著、河出書房新社、
2015）、『みんなで決めた「安⼼」のかたち―ポスト 3.11 の「地産地消」をさがした柏の
⼀年』（共著、亜紀書房、2012）ほか。 

 
住友⽂彦（モデレーター） 
アーツ前橋館⻑。東京藝術⼤学⼤学院国際芸術創造研究科准教授。「Possible Futures︓
アート＆テクノロジー過去と未来」展（ICC／東京／2005）、「川俣正[通路]」（東京都現
代美術館／東京／2008）、メディアシティソウル 2010（ソウル市美術館）、あいちトリエ
ンナーレ 2013 などを企画。また、中国を巡回した「美麗新世界」展の企画などで⽇本の
美術を海外へ紹介する展覧会を企画している。 
 

 
上野スタディーズお申し込みページ︓http://ueno-bunka.jp/news/ueno-studies-1807/ 
上野⽂化の杜 Web サイト︓http://ueno-bunka.jp/ 
 
UENOYES（ウエノイエス）とは 
 

「UENOYES」は上野⽂化の杜新構想実⾏委員会（台東区上野公園）とアーツカウンシル東京（公益財団法
⼈東京都歴史⽂化財団）が今年度より主催する、社会的包摂⽂化芸術創造発信拠点形成プロジェクトです。 

上野公園とその周辺地域を舞台に社会包摂をテーマにした様々な⽂化芸術事業を展開し世界に向けて発信
してまいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※プログラム等は変更になる場合がございます。 
 
〈 本プレスリリースに関するお問い合わせ先 〉 
上野⽂化の杜 PR 事務局 (TYO パブリック・リレーションズ) ︓ 新井、⼭⼝、岡⽥、右⼭ 
MAIL ︓ bunkanomori@tyopr.jp  TEL ︓ 03-5413-4670  FAX  :  03-5413-4671 
  
〈 上野⽂化の杜新構想実⾏委員会 お問い合わせ先 〉  
広報担当︓ 鈴⽊、⽵内、⽥中 
MAIL ︓ pr@ueno-bunka.jp  TEL ︓ 03-5834-2396 


